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１．日本財団とは？
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１．日本財団とは？

•1962年設立の民間の助成財団

•正式名称は、（財）日本船舶振興会

•競艇の売上金（２.６％）をもとに活動

•国（官）ではできないことや、施策が行き届かな

い問題の解決のために、「公の心」をもちながら

「民の視点」で取組んでいます。
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１．日本財団とは？

舟券購入者

競艇場でレース開催

全国24ヵ所

施行者

全国113地方自治体

舟券購入

競艇の売上金の流れ

日本財団交付金2.6％

モーターボート競走会

　　　交付金1.2％

公営企業金融公庫
交付金1.1％

開催経費実費

施行者収益残額

売上金

的中払戻金

75％

25％

「モーターボート競走法」（1951年制定）により規定
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１．日本財団とは？

競艇場：２４ヶ所

場外売り場：３３ヶ所
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１．日本財団とは？

日本財団日本財団 （にっぽんざいだん）は、競艇の売上げの２競艇の売上げの２..６６%%をうけ
て、全世界のハンセン病の制圧プロジェクト全世界のハンセン病の制圧プロジェクトやマラッカ海峡の航行マラッカ海峡の航行
の安全の安全といった大型プロジェクトから、災害におけるボランティア災害におけるボランティア
活動活動にいたるまで、様々な「社会のお役に立ちたい」という事業を
支援している助成団体助成団体です。

日本財団の事業　～日本財団の事業　～ 33つの柱つの柱 ～～

【200６年度実績：4,0644,064事業事業 約291291億円億円】

1. 海や船に関する支援

2. 文化、教育、社会福祉等に関する支援

3. 海外の協力援助活動への支援
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２．NPOの情報開示について
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２．NPOの情報開示について

＜情報開示に関する誤解＞

・いい活動をしていれば情報開示はしなくてもいい

・情報開示はできれば取り組むもの

・地域で活動する団体には必要ない

・情報開示はコスト（余計な仕事）である

・情報開示は面倒くさい、楽しくない

など・・・
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２．NPOの情報開示について

＜誤解を解く３つの鍵＞

（１）NPOってそもそも何？

（２）情報開示には２種類ある

（３）ITの進化が与えた影響
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２．NPOの情報開示について

■鍵その（１）～NPOってそもそも何？～

・NPOは、利益の追求ではなく、社会的な使命に基
　づき、なんらかの課題解決を目的とする組織のこと。

・多くの課題は一組織だけでは解決できないので、他
　者の支援が必要。

・他者の支援を得るには、信頼が必要不可欠。

・信頼を得る第一歩は、自分たちのことを知ってもら
　うこと。

・信頼の基盤となるのが情報開示。
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２．NPOの情報開示について

■鍵その（２）～情報開示には２種類ある～

・情報発信と情報公開

・情報発信：積極的、攻撃的、動的、自主的、能動的

・情報公開：消極的、守備的、静的、義務的、受動的

・２つの特徴と違いを理解し、できること、必要なこ
　とから取り組む

・NPOの情報公開の実態（宮城県のNPO法人の事例）
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２．NPOの情報開示について

■鍵その（３）～ ITの進化が与えた影響～

・情報にかかるコストが劇的に安くなった

・技術的にも簡単になり誰でもできる手段が増えた

・団体がメディアを手に入れた

・いつでも、どこでも、誰でも、ほぼ無料で情報を不
　特定多数の人に発信できる

・団体が評価されてしまう

・好むと好まざるとに関わらず、情報開示の取り組み
　について見られてしまう
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２．NPOの情報開示について

＜情報開示に積極的に取り組もう！＞

・いい活動をしていれば、いい情報開示もできる

・情報開示は取り組んで当然

・地域で活動する団体にも必要である

・情報開示はコスト（余計な仕事）をかけなくても可能

・情報開示は楽しい

など・・誤解を解いて積極的に取り組もう！
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３．つながり力を高めよう！
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３．つながり力を高めよう！

個人 家庭
地域
社会

日本 世界所属
団体

関わる人が増える
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３．つながり力を高めよう！

■地域の課題は自分たちだけで解決できるか？

→できない

→「地域に関わる人」から「課題に関わる人」を増や

　すことが必要

■「課題に関わる人」を増やすためには？

→「人と課題をつなげる」ことが必要

→このつなげる力が「つながり力」
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３．つながり力を高めよう！

＜つながり力に関する誤解＞

・いきなり見ず知らずの人とつながろうとする。

・いきなり課題と結びつけようとしてしまう。

・無知・無関心にがっかりしてしまう。
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３．つながり力を高めよう！

自分 中心
メンバー

サービス
受益者

区民 社会会員

既存のつながり 開拓するつながり
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３．つながり力を高めよう！

＜つながり力を高める第一段階＞

■既存のつながりを大切にし、見直そう！

・「自分」のモチベーションの確認

・「中心メンバー」のつながりを強化

・「会員」の顔が見えるようにまめな連絡

・「会員」や「受益者」に提供している情報、サービス

　の見直し
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３．つながり力を高めよう！

＜つながり力を高める第二段階＞

■新規のつながりを開拓しよう！

・活動に参加してくれた人の名簿を整備

・お礼状、ニュースレターなどでまめに連絡

・人脈や口コミを大切に

・顔が見える情報発信や提供
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３．つながり力を高めよう！

＜新規のつながり開拓時の注意点＞

・自分たちのニーズと相手のニーズは異なることを認識

・自己満足ではなく相手に満足感を与えられたかを確認

・最後は人と人の信頼関係
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３．つながり力を高めよう！

つながり力は、信頼と共感という基盤があってはじめて
培われる。

信頼と共感の構築、強化には、適切な情報開示（発信と
公開）が必要不可欠。

信頼

共感

つながり力

課題解決
適切な
情報開示
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４．つながり力を高めるブログ活用法
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４．つながり力を高めるブログ活用法

＜インターネットはNPOの強い味方＞

　①コストがかからない

　②地理・時間の制約がない

　③発信と同時に履歴として蓄積

　④共感（口コミ）の輪が広がる

　⑤技術的なハードルも低くなってきた
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４．つながり力を高めるブログ活用法

■ブログとは？

ウェブログ（Ｗｅｂ＋Ｌｏｇ）の略語。

ウェブ形式の日記という意味ですが、ホームページの
一種です。

そして、ホームページ作成の手段としては、現在、　
最も「手軽で簡単」な方法です。

基本的には、更新順に記事が並ぶ日記形式ですが、　
少し工夫すれば日記を超えた表現が可能です。



2727

４．つながり力を高めるブログ活用法

＜ブログがNPOに向いている理由＞
　

　・簡単

　・更新を持続しやすい

　・時系列であることが向いている

　・携帯からも更新可能

　・携帯でも閲覧可能
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４．つながり力を高めるブログ活用法

ブログは便利と聞くけれど・・・

　・何を書けばいいのか？

　・読んでもらえるのか？

　・続くのか？

　・安全なのか？

など、不安もあると思います。
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４．つながり力を高めるブログ活用法

☆ブログの三段活用＜一段＞☆

～三日坊主で終わらない、はじめの一歩～

（1）活動記録をつけてみましょう

　・週一回○曜日と決める

　・頑張りすぎず、日誌感覚で。

（2）「はみがき記事」で継続のきっかけづくり

　・１テーマ一言記事

　・写真で定点観測
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４．つながり力を高めるブログ活用法

☆ブログの三段活用＜二段＞☆

～会員・関係者と情報共有～

（1）会員向けのお知らせを発信

　・イベントの案内や報告

　・会報・ニュースレターのコスト削減

（2）会員にメッセージを届けよう

　・コアメンバーの熱い思いを発信

　・なかなか会えないメンバーともブログでつながる
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４．つながり力を高めるブログ活用法

☆ブログの三段活用＜三段＞☆

～読者を増やして共感の輪を広げる～

（1）その先の社会を見据えて

　・支援を求めていることをしっかり発信

　・支援に対しては感謝をしっかり発信

（2）ノウハウの公開

　・ノウハウは社会に開くことで輝きを増す！

　・Give Give Give いつかTake
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４．つながり力を高めるブログ活用法

■事例紹介その１

顔の見える人どうしが、会えなくてもブログで情報交換

　○ＭＡＭＡのすったもんだ

　　http://blog.canpan.info/tyuuouoyako/

　○街がシアター　街がミュージアム

　　http://blog.canpan.info/oichan/

　○へんこつ侍ただいま参上！！

　　http://blog.canpan.info/henkotsu/
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４．つながり力を高めるブログ活用法

■事例紹介その２

給食写真と子供記者が学校と地域をつなぐ

　○佐多岬ウォータージュニア

　　http://blog.canpan.info/ odomari-es /

　○みなおブログ　＝南大隅町教育委員会＝

　　http://blog.canpan.info/minao/

さらに、町内６小学校がブログを開設！
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４．つながり力を高めるブログ活用法

■事例紹介その３

商店街、まちづくり関連のブログ

　○まち商店街

　　http://blog.canpan.info/syoutenngai/

　○墨田の名物を探そう

　　http://blog.canpan.info/umidas/
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４．つながり力を高めるブログ活用法

■事例紹介

その４：社協広報誌を発信／講座申し込みを受け付け

　　　　鬼瓦隠れ日記

　　　　http://blog.canpan.info/onigawara/

その５：会員数が３倍！参加者数が２倍！

　　　　みやぎ発達障害サポートネット

　　　　http://blog.canpan.info/mddsnet/
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４．つながり力を高めるブログ活用法

■事例紹介

その６：半年で寄付金が４千万円集まった！

　　　　ＮＰＯﾊﾞｲﾘﾝｶﾞﾙ・ﾊﾞｲｶﾙﾁｭﾗﾙろう教育ｾﾝﾀｰ

　　　　http://blog.canpan.info/tamatama/

その７：NPOが抱える会計の悩みに応える！

　　　　ＮＰＯ会計道

　　　　http://blog.canpan.info/waki/
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？

公益に関わるすべての人にご利用いただける

ウェブサイトです。

ＣＡＮＰＡＮ（カンパン）の由来は？

Ｃａｎ（できる）＋Ｐａｎａｃｅａ（万能薬）
→ＣＡＮＰＡＮ（なんでもできる）

http://canpan.info/
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個別の支援

個別の事業

個別の成果

個別の支援

個別の事業

個別の成果

個別の事業

個別の成果

個別の支援

CANPAN
（情報インフラの提供）

５．ＣＡＮＰＡＮとは？
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？

発信
↓
共感

公開
↓
信頼

つながり力
↓
支援
↓

課題解決

× ＝
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伝える
つながる
解決する

・・がしたい

全ての人の・・・

明るく
元気な

暮らしやすい

・・を実現する

「場」を
ウェブサイト
で提供

CANPAN
社会情報インフラ

５．ＣＡＮＰＡＮとは？
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？

2008年5月末現在

148万ビジット/月
859万ページビュー/月
6,403ユーザ
3,194ブログ
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？

「CANPANブログ」は、日本で唯一の「公益専門」の
ブログサービスです。

CANPANブログならでは特徴は、

（１）無料なのに広告がない

（２）著作権がユーザにあるので安心

（３）ワードやPDFなどのファイルも公開できる

→CANPANブログはまちづくり団体の強味方！
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？

団体の情報公開には、CANPANの「団体情報開示機能」
が便利です。

＜CANPANの団体情報開示機能のメリット＞

・団体基本情報の公開に必要な項目が一目で分かります
・事業報告書や決算報告書等の各種ファイルも公開可能
・★印で情報開示度を確認できます
・日本財団への申請時に利用できます

■ＣＡＮＰＡＮの団体情報開示機能はこちらから
　→　http://canpan.info/dantai_list_view.do
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５．ＣＡＮＰＡＮとは？

＜ＣＡＮＰＡＮの団体情報開示機能とは？＞

ＩＩＨＯＥ[人と組織と地球のための国際研究所]が実施した、全国
５３助成機関の８１プログラムを対象とした「申請書で何が聞か
れているのか？」調査の結果を参考に項目設計しています。

（参考） http://blog.canpan.info/iihoe/

　助成金を提供する支援のプロである助成機関が、資金提供先の
選定に必要とする項目が基になっていますので、団体の社会的信
用の獲得に必要な情報開示が確実にできます。

　いってみれば、
「公益活動団体の履歴書（エントリーシート）」です。
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おわりに

（１）適切な情報開示が信頼と共感の基盤！

（２）ブログを活用して効率的、効果的な情報開示を！

（３）つながり力は、課題解決力を高めること！
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ご静聴ありがとうございました！

＜連絡先＞
電　話：03－6229－5305
E-mail：k_ogiue@ps.nippon-foundation.or.jp 
ブログ：http://blog.canpan.info/kaizokudan/

＜プロフィール＞
荻上　健太郎（おぎうえ　けんたろう）

1973年米国ミシガン州生まれ（３４歳）
1998年日本財団に入会
ボランティア活動支援、国際協力プロジェクト担当を経て、現在は経営企画グループ情報コミュ
ニケーションチームに所属。

日本を明るく元気にするため、公益活動を情報で支援する「公益活動の情報志援士」を自称。
助成金講座、情報発信・公開講座、ブログ活用講座など、様々なテーマによる講座を全国各地
を飛び回って実施中。

詳しくは、私のブログ「晴耕雨読」をご覧ください！
（http://blog.canpan.info/kaizokudan/）


